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新型コロナウイルスの影響で、とにかく⼤変な時期に留学することになったと思う。プロジェクトも半分はオンラインですることになり、不
安感はずっと取り除くことができなかったが、成果をしっかり出すことができ、成⻑も⼤きくできたことが実感できている。2ヶ⽉間は公園
と⾷品を買いに⾏くぐらいしか外出はなかったが、⼤きい公園が近くにあったり、⾃転⾞で少し遠くまで友達と⾏くことですごく⾟い期間
にはならなかった。交換留学⽣の友達を多く作ったり、親しい友⼈もできた。そして⽇本で知り合ったオランダ⼈の学⽣と再開すること
もできて交換留学の⼀つの醍醐味も体験できたと思う。⽇本⼈が⾃分以外いない環境であったおかげで英語とオランダ語だけで⽣

活できたのも幸いだった。

1年近くの⻑期留学は海外、または国際的な企業への就職には必須だと思ったのが1つ。そして芝浦⼯業⼤学で交換留学をして
いるオランダ ⼈留学⽣たちに特に感銘を受け、この学⽣たちが受けているのと同様の教育を受けたいと考えたから。

留学についての感想

国名・⼤学・機関・企業名 オランダ ヴィンデシュヘイム⼤学

主な履修科⽬もしくは研究内容

Minor, All-round designer, innovation.　電動⾃転⾞のレンタルを⾏っている会社のビジネスを1つの街から他の多くの街に
⼤きく進出させるためのビジネスプランとそのサービス。

滞在先情報

⼤学の寮 その他エージェント

電⾞

⾃転⾞
新しい街や⾸都に近い地域とは違い移⺠も多くないZwolleという平均的な街に住んでいた。コロナの影響で⼩さ
い差別はあったが⼩さすぎず⼤きすぎない街で居⼼地はよかった。アジア系のお店も1-2つあり、⽇本料理に困るこ

とはあまりない。

交換留学プログラム　帰国アンケート
作成者情報

H. R.

デザイン⼯学部　デザイン⼯学科　ロボティクス情報デザイン

留学先情報

男性

学部3年⽣

プログラム基本情報

交換留学（授業履修型） オランダ

2020/2/3 2020/6/23

このプログラムに参加した理由、きっかけ

可 否

希望する 希望しない



説明⽂ 説明⽂

説明⽂ 説明⽂

・

・ ⼊居時に必要だった書類

・ その他必要な事前準備

友⼈たちとサイクリング ⾃転⾞5分以内の公園

必要な事前準備（⽣活⾯・留学⾯）

VISA申請時に必要な書類 visa申請のために⼊⾦
約50万、返⾦に2ヶ⽉ほど

（　　　　　　　　　　　　　　　　）

参加を検討している⽅へのアドバイス
新型コロナウィルスで留学という存在⾃体が危ういとは思うが、もし⾏けるチャンスがあれば是⾮したほうが良いと思う。ある程度⼤き
いことが起きてしまったほうがより精神的な成⻑にもつながると思う。留学先選びで⾔えることは英語が上⼿な⼈たちは同じ国から来
た⼈だけと関わらず、いろんな⼈たちと英語でコミュニケーションをとり交遊の幅を広げていたが、⼀部の英語がそこまで上⼿ではない
⼈たちは半年間ずっとその国で固まり全く英語が話せないまま交友関係もそのままだったので、英語に⾃信がない限りは友達と⼀緒

に⾏くことはしないほうが良いと思う。

写真4枚(留学/研修先、滞在先、その他参加プログラムの様⼦がわかるもの)

写真を4枚を貼り付け、それぞれの写真に説明分を加えて下さい。写真はそのまま掲載しますので、掲載してもよい写真を貼り付けてください。

写真① 写真②

ズウォレの中⼼街 主に学⽣が集まるパブ/バー
het vliegende paard(the flying horse)

写真③ 写真④

残⾼証明書 証明写真 その他

健康診断証明書 その他



＜⽀出＞

＜奨学⾦情報＞

※画像含むコンテンツの無断転載を禁じます。

その他費⽤

奨学⾦名 ⾦額

芝浦⼯業⼤学　海外留学奨学⾦ 8万円/⽉

⾷費/⽉ 3万円

交際費/⽉ 1万円

通学・通勤費⽤/⽉ ０円 ⾃転⾞5000円

住居費/⽉ 5万円

保険料 10万円

授業料/学期 休学費⽤

往復航空券代+ビザ申請料 20万円

留学中の費⽤（概算）

内訳 ⾦額（⽇本円） 備考


